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• 国は、「SDGs実施指針」において、地方自治体に期待される役割として、SDGsの積極的な取組と一層の浸透を図る
こととしている。また、優れたSDGsの取組を提案する都市·地域を「SDGs未来都市」に選定している。

• 福山市は、2023年5月にSDGs未来都市に選定され、同年8月に福山市SDGs未来都市計画を策定した。

（計画期間：2023年度～2025年度）

• 引き続きSDGｓ推進に取り組むため、2026年3月に福山市第２期SDGｓ未来都市計画を策定し、計画期間を2030
年度まで延長した。

１ 背景

取組項目 事業

特に注力する先導的取組
・SDGs推進プラットフォームの運営
・SDGs推進宣言制度
・SDGs推進アドバイザー派遣

１

２ 本市のSDGs推進の取組

＜福山市第２期SDGs未来都市計画＞

【福山みらい創造ビジョンを踏まえた2030年のあるべき姿】

“多様な主体が参画し、新たな価値を創造する「持続可能なまち」の実現”

【その実現に向けて特に注力する先導的取組】

“福山版サーキュラーエコノミーの実現”

生産技術を有する企業やビジネスアイデアを持つ人材、地域・まちづくり団体、関係人口、行政などの市内外の多様な
解決策と、社会面・経済面・環境面の課題をそれぞれ可視化し、マッチングするデジタルプラットフォームを構築すること
により、諸課題の解決と、それを通じた新たな価値の創造、資源の高度循環化につなげる。



これまでの成果

• SDGｓ推進プラットフォーム会員の「課題」に対して、「解決
手法」をマッチングしたプロジェクトが29件創出された。

• ８８５の企業・団体が、SDGs推進宣言をし、宣言証を発行
するとともに、その内容をプラットフォームに掲載すること
で、企業・団体の意欲を高めるとともに、PRにつながった。

今後の方向性

• SDGs推進宣言を通じて、SDGsに積極的に取り
組む企業・団体を拡大する。

• プラットフォーム上に「課題」と「解決手法」を登録
する企業・団体を増やし、民民マッチングを促進す
る（まちづくりサポートセンターなど関係団体との
連携強化）。 ２

3 特に注力する先導的取組

○ SDGs推進プラットフォームの運営
• 2023年度に課題と解決策をマッチングするデジタルプラットフォー
ムを構築。

• 本プラットフォームの会員が持つ「課題」と「解決手法」を登録・可視化
し、マッチングすることで課題を解決する。

【2024年度実績】 マッチングしたプロジェクト数：12件（うち官民１２件、民民０件）

【2025年度実績】 マッチングしたプロジェクト数：17件（うち官民10件、民民7件）

マッチング事例① 高齢化が進展している買い物困難地域において、運送業者が移動販売を実施

マッチング事例② 地域食堂、こどもの居場所づくりの活動に賛同した家具製作会社が、活動に必要な家具を製作して提供

○ SDGs推進宣言制度
• SDGsに関する取組や具体的な数値目標などを、市内の企業及び団体が宣言することで、「SDGs推進宣言企業・団
体」としてプラットフォームに掲載。

【２０２４年度実績】 宣言団体数：228件

【２０２５年度実績】 宣言団体数：６５７件

○ SDGs推進アドバイザー派遣

• 福山市SDGs推進アドバイザーを、SDGs推進宣言企業・団体に派遣し、専門的な指導や助言を行う。

【２０２4年度実績】 派遣件数：5件（うち、研修：3件、アドバイス支援：2件）

【２０２５年度実績】 派遣件数：４件（うち、研修：3件、アドバイス支援：１件）



○ 大阪・関西万博「地方創生SDGｓフェス」への出展

大阪・関西万博において、内閣府が企画運営する「地方創生ＳＤＧｓフェス」に福山市の取組を発信するブースを出展。

○ ＳＤＧｓツアー造成事業費補助

市内の企業・団体のSDGｓの取組を市内外に広くＰＲするため、旅行業者がSDGｓの効果的な体験等を提供するツアーを
造成し、催行する際の経費の一部を補助。

【地方創生SDGsフェス】 ３

（参考）その他の取組

【202５年度実績】

SDGｓ漂流物フォトフレーム作りツアー（２月２１日）

申請者：アシナトランジット株式会社

内 容：

内海町の河岸に漂着する漂流物を題材に、環境問題及び
SDGｓへの理解を深めることを目的とした体験型環境学習
ツアーの開催。

【2025年度実績】

地方創生SDGｓフェス（5月2８日～6月1日）

出展テーマ：

未来へつなぐ「100万本のばらのまち」

～持続可能なばらのまちづくりを福山から世界へ～

福山市ブースへの来場者数：6,237人

参加者数：２１人（こども：5人、大人：16人）

• 漂流物の回収
• 海洋ごみ問題、環境問題について学習
• 回収した漂流物でフォトフレーム制作

＜参加者の感想＞

• 海洋ごみ問題を身近な問題として考えるきっかけになった。
• 子どもも楽しみながら環境について学ぶことができた。
• この体験を通してSDGｓについて学ぶことができた。
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